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一．一広報 

③こしかわら 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭和63年 

“柘．675 

~IHー’ー ・i, わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原 

" [o.675 「轟も Rc0)ji:繋警翫器裂2 
1：上げました。 

li-i5聾燕落業範 

市民に火の用心を呼びかけパレードするチビッ子消防士たち 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

そ
の
火
、そ
の
時
、す
ぐ
始
末
 

秋
の
火
災
予
防
 
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
が
パ
レ
ー
ド
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目

の
十
月
二
十
六
日
、
市
内
の
幼
 
 

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
供
達
が
、
 

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
、
火
災
 
 

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
e
m
は
、
 一
日
消
防
長
の
 
 

藤
村
義
男
東
北
電
力
囲
五
所
川

原
営
業
所
長
と
津
軽
野
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
プ
の
鼓
笛
隊
を

先
頭
に
、
さ
か
え
、
三
好
、
ま

つ
し
ま
団
地
な
ど
十
二
の
ク
ラ

ブ
か
ら
約
三
百
人
の
チ
ビ
ッ
コ

消
防
士
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

そ
ろ
い
の
鉢
巻
き
に
法
被
姿

も
勇
し
く
「
火
の
用
心
」
と
か

わ
い
い
声
を
合
わ
せ
な
が
ら

一

生
懸
命
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
地
域
防

災
協
会

（
飛嶋
孝
英
会
長
）
や

消
防
本
部
と
と
も
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
は
、
消
防
団
防
火
パ
レ
 

ー
ド
、
防
火
対
象
物
及
び
危
険

物
施
設
の
立
入
検
査
、
中
村
整

形
外
科
病
院
な
ど
四
か
所
で
総

合
消
防
訓
練
を
行
い
、
市
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。
 

ま
た
、
運
動
期
間
中
に
結
婚

さ
れ
た
八
組
の
カ
ッ
プ
ル
に
、
 

地
域
防
災
協
会
か
ら
消
火
器
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 



パネラーの意見発表に熱心に耳を傾ける参加者たち 

二
・
つ
』
化
色
ビう図
る
か
 

（
報阜
●
力鯛
日《
一雇
豊し
て
 

一
 

活発な意見交換が行われたパネルディスカッション 

（第675号）② 広報ごしょがわら 昭和63年（1988年）11月15日 

一一一一
一
言
「
 

一  

ー
ーニユL3I用 

「
護
一
津
軽
半
島
の
活
性
化
と
 

新
た
な
る
発
展
を
目
指
す
 

「津
軽
半
島
ー
そ
の
伝
統
と

創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
津
軽
半

島
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
十
月
一
一
十
八

日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
津
軽
半
島

祭
実
行
委
貝
会

（
会長

・
森
田

市
長
）
が
主
催
し
、
津
軽
半
島

祭
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
地
域
の
在
り
方
、
方
向

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
 
 

ら
話
し
合
い
、
津
軽
半
島
の
活

性
化
と
新
た
な
る
発
展
の
方
向

を
探
ろ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
 

半
島
振
興
法
で
同
時
に
地
域
指

定
さ
れ
た
北
海
道
渡
島
半
島
、
 

下
北
半
島
を
は
じ
め
津
軽
半
島

の
各
地
か
ら
約
三
百
五
＋
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「五
所
川
原
に
お
い
で
の
み
な

さ
ん
、
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
契
機
と
 
 

な
り
、
津
軽
半
島
地
域
が
よ
り

一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
続
い
て
福
岡
幹
栄
県
企
画

部
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
静
岡
県

立
大
学
経
営
情
報
学
部
の
山
崎

充
教
授
の
「
地
域
活
性
化
を
ど

う
図
る
か
（
津
軽
半
島
の
明
日

を
展
望
し
て
）」
と
題
した
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

山
崎
教
授
は
、
湯
布
院
町
、
 

池
田
町
、
大
山
町
な
ど
地
域
活

性
化
に
成
功
し
た
地
区
を
例
に

上
げ
、
地
域
お
こ
し
は
ま
ず
人

づ
く
り
か
ら
を
強
調
し
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
、
辻
茂
青
森
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
長
を
コ

ー
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
小
林
茂
さ

ん
（
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
総

務
課
長
代
理
）
、坂
下
健
さ
ん
（
 

観
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
、小
舘

衷
三
さ
ん

（
東北
女
子
大
学
助

教
授
）
、山
谷
芳
弘
さ
ん
（
田
川

小
教
頭
・
画
家
）
、角
田
周
さ
ん
 

（
ピア
ノ
教
室
経
営
）
の
五
人

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
ま
た
、
基

調
講
演
し
た
山
崎
教
授
を
助
言

者
に
配
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ず
最
初
に
、
こ
れ
ま
で
東

郡
、
西
郡
、
北
五
の
各
地
区
で

検
討
を
重
ね
て
き
た
地
区
研
究

会
か
ら
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
 

こ
れ
を
糸
口
に
各
パ
ネ
リ
ス
ト

が
意
見
を
出
し
ま
し
た
。
 

小
林
さ
ん
は
「
青
函
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
し
た
こ
と
で
札
幌
ま

で
日
帰
り
が
可
能
に
な
っ
た
。
 

こ
の
客
に
対
す
る
観
光
政
策
を
 
 

図
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
、
坂
本

さ
ん
は
「
体
験
観
光
の
設
定
、
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
建

設
も
観
光
振
興
の
た
め
必
要
だ
」
 

と
提
1
1
口
、ま
た
、
小
舘
さ
ん
は
 

「地
元
を
見
直
し
、
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
」
 
と
、山
谷
さ
ん

が
「
各
市
町
村
に
手
づ
く
り
の

美
術
館
な
ど
を
つ
く
っ
た
ら
ど

う
か
」
と
、
地
吹
雪
ッ
ア
ー
を

企
画
し
た
角
田
さ
ん
は
 
「ま
ず

行
動
に
移
す
こ
と
で
何
か
が
変

わ
る
」
と
体
験
を
交
じ
え
て
語

り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見

交
換
が
あ
り
、
最
後
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
辻
校
長
が
①
圏

域
住
民
の
意
識
革
命
②
自
力
本

願
・
中
央
政
府
依
存
か
ら
の
脱

却
③
長
期
的
展
望
の
基
盤
確
立

④
人
材
育
成
第

一
主
義
の
徹
底

の
四
点
が
津
軽
に
か
せ
ら
れ
た

メ
ー
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に
発
想
の

転
換
を
図
り
、
よ
り
よ
い
津
軽

半
島
を
形
成
し
て
い
き
た
い
と

ま
と
め
を
述
ベ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

終
了
し
ま
し
た
。
 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
も
っ
て
、
 

七
月
十
日
か
ら
展
開
さ
れ
て
き

た
津
軽
半
島
祭
は
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。
 

,
 



盛況であっtc 物産展 農産物共進会 農産物加工品の即売 

（第675号） 広報ごしょがわら ③昭和63年（1988年）11月15日 

誘
致
企
業
も

3
社
参
加
 

津
軽
半
島
ご
し
ょ
が
わ
ら
産

業
物
産
展
が
十
月
一
一
十八
、
一一

十
九
の
両
日
、
市
民
体
育
館
で

開
か
れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
七
月
か
ら
三
回
に

分
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
津
軽

半
島
祭
と
従
前
の
市
農
業
ま
つ

り
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
も
の

で
す
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田

市
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
 

米
や
り
ん
ご
、
野
菜
を
作
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
付
加
 
 

価
値
を
つ
け
て
、
所
得
を
伸
ば

す
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

産
業
物
産
展
を
契
機
に
地
場
産

業
の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
」
 
とあ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
成
田
守
県
議
会

議
貝
、
其
田
実
美
北
地
方
農
林

事
務
所
長
、
川
浪
重
次
郎
市
議

会
議
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
会
場
で
は
、
農
林
産

物
の
共
進
会
と
直
売
市
、
農
業

セ
ン
タ
ー
作
物
展
、
五
所
川
原

牛
肉
の
試
食
と
即
売
、
生
活
改
 

田
 

成
 

佐
司
 

長
馴

旺
長
 

「
《
 

総
 

h
姉
 

ソ
“
 

力
。
 

た
央
 

＜
中
 

テ
員

で
議

式
会

会
県

開
守
 
 

善
グ
ル
ー
プ
展
、
津
軽
半
島
及

び
西
北
五
物
産
観
光
展
な
ど
が

開
か
れ
た
ほ
か
、
き
の
こ
展
示

や
健
康
相
談
、
N
H
K
「素
晴

ら
し
き
帰
郷
」
な
ど
の
各
コ

ー
 

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
産
業
物
産
展
で
は
、
 

毘
沙
門
地
区
と
俵
元
地
区
、
」
一

好
地
区
、
小
曲
地
区
か
ら
、
り

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
み

そ
、
タ
レ
な
ど
、
各
地
区
の
特

色
あ
る
農
産
物
加
工
品
が
出
品

さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
市
の
誘
致
企
業
で

あ
る
「青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
囲
」
 
 

が
（
ー
フ
コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
な
ど
を
、
ま
た
、
今
回
初
参

加
の
「脚
メ
ン
ズ
・
ピ
ア
レ
ス
」
 

で
は
紳
士
用
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
即

売
、「津
軽
東
芝
音
響
脚
」
で
は

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
ー
フ
ジオ
、
 

c
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
を
展
示

し
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
 

産
業
物
産
展
の
最
後
に
は
、
 

優
良
な
農
林
産
物
等
の
出
品
者

に
対
す
る
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

最
優
秀
賞
及
び
金
賞
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

▽
最
優
秀
賞
 

〇
野
菜
（
い
ち
ご）
 

安
田
正
子

（
野里
）
 

▽
金
賞
 

o
野
菜
 

松
本
和
子

（
ト
マ
ト
・
下
岩

崎
）
 

今
春
美

（
き
ゆう
り
・
浅井
）
 

山
形
柳
子

（
カ
リ
フ
ラワ
ー
 

・

田
川
）
 

奈
良
サ
ッ
キ
（
白菜
由

川
）
 

〇
果
樹
（
りん
ご
）
 

宮
崎
輝
子

（羽
野
木
沢
）
 

平
山
重
一
 
（
金山
）
 

〇
林
産
物

（
しい
た
け
）
 

間
山
紘
子

（
若
山）
 

〇
花
井
（
菊
）
 

山
形
隆
二

（
田川
）
 

今年は誘致企業が3社参加 
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新
た
な
飛
躍
を
誓
う
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
く
 

ー

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
ー
 

駅

に
暖

か

い
座
布
団
を
寄

贈
 

ー
身

体
障
害
者
福
祉
会

ー
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
荒
谷

修
一
館
長
）
の
利用
者
が
一
年

間
を
通
し
て
学
ん
で
き
た
趣
味
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会

飛
嶋
孝
英
会
長
）
で
は
こ
の
た

び
、
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
（
開
米輿
左
衛
 

翻
列
川
H
H
H
rL
讐
，
入
 

を
 

報
 

清
 

に
 

置
員
 

装
署

生
防

再
消

音
る
 

録
れ
 
 や

教
養
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
 

第
十
回
ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
 
が十
月
二
十
九
、
三
十
の

両
日
、
同
ホ

ー
ム
で
開
か
れ
多

く
の
若
者
達
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

初
日
は
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者

で
あ
る
菊
栄
会

（
ホー
ム
利
用

者
の
会
）
会
長
の
今
井
誠
一
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
の
逆

瀬
川
清
己
市
経
済
部
長
、
荒
谷

館
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

ベ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

た
。
 

消
防
長
）
に
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
録
音
再
生装
置
一
式を
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

同
協
会
で
は
、
昭
和
六
十
年

に
火
災
情
報

（
テ
レ
ホ
ンサ
ー
 

ビ
ス
）
二
十
回線
を
寄
贈
し
、
 

昨
年
の
利
用
件
数
は
＋
万
回
に

お
よ
び
、
火
災
情
報
を
知
り
た

い
と
い
う
地
域
住
民
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
お
り
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
今
回
の
寄
贈
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
後
、
吹
奏
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
ゲ
ー
ム
、
 

ダ
ン
ス
な
ど
が
、
ま
た
翌
三
十

日
は
各
教
室
や
サ
ー
ク
ル
の
作

品
展
示
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
 

組
ひ
も
実
演
、
お
茶
会
、
フ
リ
 

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

若
者
達
は
、
二
日
間
に
わ
た

っ
て
お
互
い
の
成
果
を
被
露
し

合
い
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
、
 

十
周
年
の
節
目
を
祝う
と
と
も

に
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。
 

こ
の
寄
贈
に
伴
い
、
同
消
防

本
部
で
は
、
従
前
は
火
災
発
生

時
に
第
一
報
だけ
入
力
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
第
一
一

報
、
第
三
報
を
逐
次
入力
し
、
 

地
域
住
民
に
火
災
情
報
を
よ
り

速
く
正
確
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
N
T
T
五
所
川
原
電
報

電
話
局
で
も
混
雑
の
解
消
の
た
 

g
三
十
回
線
で
受
け
て
い
ま
す
。
 

火
災
情
報
は
 

⑩
ニ
三
ニ
三
番
で
す
 

「昭
和
六
1
一
一年
度
市
少
年

の
王
張
発
表
大
会」
が
十
月
一
一

十
七
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
開

か
れ
、
子
備
審
査
を
パ
ス
し
た

市
内
の
小
・
中
学
生
＋三
人
が

日
頃
考
え
、
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
市
教
育
委
貝
会
、
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
、
青
少

年
問
題
協
議
会
が
青
少
年
の
健

全
育
成
を
願
い
八
年
前
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

会
場
に
は
父
母
や
児
童
、
生

徒
な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席
し
、
 

発
表
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会

（
松
本
一
男
会長
）
で
は

十
月
二
十
五
日
、
J
R
五
所
川

原
駅

（
大山

一
郎
駅長
）
に
会

員
手
づ
く
り
の
座
布
団
三
十
八

枚
（
う
ち
一
人掛
け
用
二
土

ハ

枚
）
を
贈
り
、
同
駅
や
利
用
者

か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
同
会
が
日
ご
ろ
社

会
か
ら
受
け
て
い
る
恩
を
少
し

で
も
お
返
し
し
よ
う
と
、
十
年

前
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
 

て
い
ま
し
た
。
 

審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

◇
小
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

小
田
切
美
樹

（
南
小6
)
 

教
育
長
賞
 

武
田
宗
博

（
南
小5
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
 

新
谷
 
勝

（
東
小5
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
 

野
呂
め
ぐ
み
（
五
小
5
）
、一
 

戸
咲
子
（
鶴
ケ
岡
小
6
）
、福
 

士
華
子

（
中
央
小6
）
、白
戸
 

由
加
（
七
ッ
館
小
6
)
 
 

す
。
 

こ
の
日
、
松
本
会
長
を
は
じ

め
役
員
な
ど
＋
人
が
同
駅
を
訪

れ
、
待
合
室
の
椅
子
に
座
布
団

を
取
り
付
け
ま
し
た
。
 

同
駅
の
工
藤
助
役
は
 
「こ
の

座
布
団
は
、
利
用
者
か
ら
大
変

好
評
で
、
身
障
者
福
祉
会
の
皆

さ
ん
の
心
暖
た
ま
る
贈
り
物
に

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

B
B
s
会
奨
励
賞
 

野
呂
め
ぐ
み
（
五
小
5
)
 

◇
中
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

大
橋
幸
佳
（
五
一
中
2
)
 

教
育
長
賞
 

前
田
め
ぐ
み
（
五
二
中
2
)
 

学
校
警
察
連
絡協
議
会
長
賞
 

伊
藤
真
知
子

（
五
二
中3
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
 

長
内
香
澄
（
五
一
中
2
）
、古
 

川
敦
子
（
五
四
中3
）
、小
野
 

恵
喜
子

（
三
好
中1
)
 

大盛j兄であった展カえ・即売会 

火
災

情
報
を

よ
り
速

く
正
確

に
 

ー
地
域

防
災

協
会
ー
 

イスに座布団を取り付ける
身障者福祉二会の皆さん 

少
年
の
主
張

堂
々
と
発
表
 

r
 

r
 



福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

十
万
円
を
寄
付
、
森
田
市
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
プ
が
十
月

三
十
日
に
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
」
 
の益

金
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
今
年

で
三
回
目
と
な
り
、
関
係
者
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
皆
さ
ん
か
ら
の
こ
の
貴
重

な
寄
金
は
、
社
会
福
祉
向
上
の

た
め
十
分
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

な
お
、
市
で
は
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

⑤昭和63年（1988年）11月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第675号） 

森田市長（右）に目録を手渡す大村
会長（右）と川嶋委員長（中央） 

世
界
の
平
和
と
奉
仕
の
た
め

に
活
動
を
続
け
て
い
る
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

（
大

村
光
子
会
長
）
で
は
＋

一
月
一
一

日
、
大
村
会
長
と
、
川
嶋
良
子

歳
入
委
貝
長
、
平
山
節
子
歳
入

委
貝
が
市
役
所
を
訪
れ
、
社
会
 

社
会
福
祉
に

と
十
万
円
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
卜
 

秋

の
叙
勲
本

市
か
ら
1
人
受
章
 

政
府
は
十
一
月
三
日
付
で
、
昭
和
六
十
三
年
秋
の
叙
勲
と
賜
杯
の

受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
市
関
係
で
は
、
佐
々
木
政
規
さ
ん

（
 

市
内
み
ど
り
町

・
7
6）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
勲
五
等
双
光
旭
日
章
◇
 

佐
々
木
政
規
氏
（
7
6)
 

教
育
功
労
 

元
公
立
小
学
校
長
 

市
内
み
ど
り
町
三
ノ
三
六
 

完賢で芝「~、、 
二誓＝“ジ量ー～扉』・も 

交通安全教室（3) 

自転車もルールを守って安全に 

自転車のルール違反による事故が増えています。特におとしよりの事故が目立

ち、自転車乗用中の死者2人に1人は60オ以上のおとしよりです。 

自転車も、バイクや車と同じ「車両」の仲間です。標識、標示を守りルールに

従って正し＜乗りましよう。 

交通事故発生状況 

トー時停止の標識のある場所では、必ず止

つて左右の安全を確認しましよう。 

ト夜間は、必ずライトをつけ、後部反射器

や、反射テープもきれいにしておきまし

よう。 

（五所川原警察署提供／昭和63年10月31日現在） 

」
で
八
 

駅 	前 三 	女I 毘 沙 門 飯 	詰 松 	島 松島団地 栄 長 	橋 七 	和 梅 	沢 
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に
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1 
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10 

1 
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傷 	者 12 
85 

1 
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に
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 23 

1 
13 

4 
28 13 

1 
21 4 

25 
241 

叱亡事故 
0 

継続 II数 
37 257 6,509 1 .206 2,744 231 694 174 1 1,079 6, 509 

死亡事故発生状況 
発 生 日 時 発 生 場 所 第 1当事者 第 2当事者 状 

63.10 .3() 17:05 
福山字広富118-1 

国i首101号一 76歳 男性 79歳 女性 
第 1 は普itrI乗」I」で直 j進中 

道『各」黄附「の第 2 に衝突 
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特別障害者手当等の申請について 
●特別障害者手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 20歳以上で日常生活に常時特

別の介護を要する右記の在宅重

度障害者。 

2．障害基礎年金等、障害を事由

とする年金の受給者であっても

対象になります。 

3. 身体障害者療養施設等に入所

している場合及び病院等に 3 ケ

月以上継続入院している場合は

受給できません。 

（吊
者
］程

同
  

」
時と
叱
反
程
 

タ
」
」法
複

め
 

剛列
『国
吐陣
以
 

冷准
収
A
立
重
切
叫
 

面
女施
十

？
・
ら
 

壮
付は
の
中
戻
 

に
室
ロ
級

は
 

ル
」
山
昨民
表
 

、
の
 

叶

購
割

且
 

皿吊
」
皇

i
J
の
 
り
 

エ
伯
吐
陣

1

「
又
 
o
 
 

＋
・
行
口

る
れ
 

日

る

A
下

L
u
ス
v
 
 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1 	手当額は月額20,950円。 

2‘支払月は2 月、 5 月、 8 月及

び11月の 4期にそれぞれの前月

分までを支払います。 

本人及び本人の配偶者もし〈は

扶養義務者の前年の所得が政令で

定める額を超えるときは、手当の

支給が停止されます。 

●障害児福祉手当 
（従来の 20歳未満の児童に対する福祉手当の名称を改めたものです。 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 20歳未満で、精神又は身体に

障害があり、日常生活において

常時介護を要する右記の在宅障

害児。 

2. 肢体不自由児施設等W所し

ている場合及び障害を支給事由

とする年金を受給している場合

は対象となりません。 

日常生活において常時介護を要

する障害児とは、身体障害者手帳 

1級程度（ 2 級の一部を含む。）の

障害又は特別児童扶養手当1級、 

愛護手帳「川程度の障害のうち最

重度の障害と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1. 手当額は月額11,700円。 

2，支払月は 2 月、 5 月、 8月及

び11月の 4 期にそれぞれの前月

分までを支払います。 

本人及び本人の配偶者もし〈は

扶養義務者の前年の所得が政令で

定める額を超えるときは、手当の

支給が停止されます。 

※お間い合わせは市福祉事務所福祉係（か⑩ 

2111番内線 2 1 0 番）へどうそご。 

郷土の歴史を 

訪ねて 
）日日寺 11月26日 （土）午後1時30分～ 4 時 

＞場所 市中央公民館 

ン内容 （1）研究発表 「平山日記について」 

佐藤文孝氏 

②講演 「津軽安藤氏について」 

豊島勝蔵氏（市文化財審議委員） 

ン入場料 無料 

主催 北奥文化研究会 

後援 市教育委員会 

市文化奨励賞・スポーツ賞 

受賞候補者の推薦を 

市では毎年、文化やスポーツ活動に優秀な成

績をおさめられた方々に対して、文化奨励賞や

スポーツ賞を贈り、その栄誉をたたえています。 

該当する方がありましたら、 ご推薦ください。 

＞表彰対象 五所川原市民または本市に所在す

る団体で・、本年 2 月20日から昭和64年 2 月17 

日までの期間中に文化及びスポーツ活動に優

秀な成績をおさめられた方。 または永年にわ

たりスポーツ活動、育成に功労のあった方。 

ン推薦書類 市教育委員会にあります。 

ン推薦期限 12月23日（金）（以降については追加

推薦してください。 

ン推薦及び問い合わせ先 市教育委貝会社会教

育課（廿国）21 11番内線 2 5 0 番） 

ンその他 表彰式は、日召和64年 2 月18日（土） 

午後 2 時から市中央公民館で開催する予定で’ 

す。 

年末・年始資金 
特別保証制度について 

県信用保証協会では、年末・年始における県

内中小企業者の資金需要に対応するため、年末 

・年始特別保証制度を実施しています。 

ン保証金額 1」i2＝業につき1,500万円以内 

ン保証期間 6 か月以内 

ン保証料 年率0.98% 

＞取扱期間 昭和64年 2 月28日まで’ 

@）このほかにも、中小企業者の皆さんの要望に 

即した 「当座貸越根保証」 や 「事業者カード 

ローン保証」 などの保証制度も実施していま 

す。 

※詳しいことは、県信用保証協会五所川原支所 

（廿電5>412 1番）へお問い合ゾっせください。 

昭和63年度 

年末調整説明会 
月 	日 I手 間

議
  

』
一
 

会 	場 対象 

11月24日 
（木） 

13 :30 --15 :30 市中央公民館 官公庁 

12月 1日 

（木） 
10 : 00 - 12 :00 市中央公民館 

支店、 
個人、 
その他 

12月 1日 
（木） 

13 :30 -15 :30 市中央公民館 全対象 

12月 2 日 

（金） 
10 : 00 - 15 :30 市中央公民館 全対象 
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第3回 
雪氷防災研究発表会 
―国立防災科学技術センターー 

レ日日寺 11月24日 （木）午後 1時～ 5 時30分

ン場所 市中央公民館 

レ内容 1．特別講演 「青森の雪」 

講師 佐藤幸三郎氏（弘大理学部教授） 

2.研ニ究発表 

①演題未定一盛 五郎氏（弓I、前土木事

務所工事調整乍わ 

②演題未定一山田仁一氏（建設省東北

地方建設局青森工事事務所機械課長） 

③青森の雪と農業 ト蔵建治氏（弓LI、大

農学部教授） 

④弘南バスが関わる雪の活用一葛西日

出男氏（弘南バス（掬企画部企画課長） 

⑤青森県の地吹雪ー佐藤清一氏（弓I、大

医療技術短期大学部教授） 

⑥国立防災科学技術センターの地吹雪

舟移ヒー東浦将夫氏（新庄雪氷防災研

究支所雪氷防災第 2 研究室長） 

ン入場料 無料 

在宅介護教室 
―市福祉事務所― 

現在、家庭で寝たきりの老人の介護をされて

いる人や、寝たきり老人などを介護するために

家庭介護技術の習得を必要とされーる人達を対象

に、在宅介護教室を開きます。 

ン期日 12月 5 日一-6 日 （ 2 日間） 

レ場所 ！1寺別養護老人ホーム青山荘（金山） 

レ経費 無料 

ン講習内容 （ユ）日 J常の介護知識（②）リノ、ビリテー 

ションの知識（③）介護者の心構え 

＞申し込み締切 11月26日 （先着30人で締切） 

お申し込みや詳しいことは、市福祉事務所福

祉係（廿電ら)2111番内線 2 1 0 番）へどうぞ。 

人権特設相談所を 

開 催 

レ日時 12月 5 日（月） 

午前10時～午後 3時

レ場所 丸友デパート 2 階特設会場

※相談は無料で、秘密は厳守します。 

青森職訓短大の 
学内公開 

市内飯詰にある青森職業訓練短期大学校では、 

情報システム科の増設や学科の改変整備に伴う

校舎の増改築、 コンピュータなど最新機器等の

整備増強が完了したので、学内公開を行います。 

多数のご参観をお待ちしています。 

ン公開内容 

①各科実験・実習室の公開 

②各実験装置の公開 

③公開講座の開設（ 1人30分程度） 

〇風力エネルギーと風車（成田敏明先生） 

〇光ファイバー技術の社会構造への影響力 

（高井秀悦先生） 

〇 ICを生みだした半導体を科学する（葛 

西清和先生） 

0 CAD/CAMシステムを検証する（山 

口功先生） 

0身近の熱問題を科学する （小林崇先生） 

〇北国の住環境を工学する（相I畢順一先生） 

〇東南アジアの星シンガポールの社会と産 

業（佐久間富美夫先生） 

〇アジアのNI ESの旗頭韓国の社会と産 

業（辻茂校長） 

※食堂・喫茶コーナーも開設します。 

第H回かっちゃの 
アイディア展と 
食品ゼミナール 

生活改善グソレープ員が日頃工夫している生活 

技術とI舌重11を紹介する 「アイデ’ィア展」 と栄養 

改善普及会による食品の研究、賢い選択のため 

く7) 「食品4ごミナーノレ」 を開催します。 

市民多数のおいでをお待ちしています。 

レ日日寺 12月 9 日 （金）午前10時～午後 4 時 

）場所／市中央公民館 

ン内容 

〇カ、っちゃのアイディア展（作品展示、実演、 

試食） 

〇食品ゼミナール（しょ うゆ）午後 1時～ 4 時 

(1)H央画 「しょ うゆーきのう、きょう、あした」 

(2）講話 「しょ うゆの正しい知識」 

(3）講演 「家庭食を大切に」 

講師 （社）栄養改善普及会 

副会長 望月美喜子氏 

主催 五所川原地区生活改善グループ連絡協議 

会・（社）栄養改善普及会 



みんなの健康教室 
レ日 時 11月25日（金）午後 1時 

＞場 所 市保健センター 

レ講 師 佐藤 実先生 

（佐藤内科小児科医院長） 

ンテーマ 「糖尿病について」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 
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昭和64年度 

看護学生募集 
―市立高等看護学院― 

ン募集人員 4 0 メ、 

＞修業年限 3 年（ただし、第 3 学年は臨床実

習とします。） 

＞入学資格 准看言蔓婦（士）で次のいずれかに

該当する人。 

①免許取得後、 3 年以」二看護業務に従事した人 

(64年 3 月で 3 年就業終了見込みの人を含む） 

②高等学校卒業者（64年 3 月卒業見込みの人を

含む） 

~ （③）高等学校衛生看肩蔓科卒業者（ 64年 3 月卒業見

込みの人を含む） 

レ願書受イ寸期間 12月 1 日～日召和64年1月18日

レ願書受付場所 市立高等看護学院 

レ言式験期日 昭和64年 2 月 7 日 （火） 

＞試験場所 市立高等看護学院 

ン試験科目 国語、社会、看護一般、作文、面

接 

詳しいことは、市立高等看護学院（"1271 5 

番 布屋町41番地）教務にお問い合わせくださ 

" 0 

昭和63年（1988年）11月15日 	 広報こ‘しょカずわら 	 （第675号）⑧ 

12月の保健センター「相談日」 
レ日時 12月 2 ・ 9 ・16・23日 （毎週金曜日） 

の午前10日寺～午後 3U寺 

ン内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お問い合わせは市衛生課（か国）2111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

ン受付時間 12:45- 13:00 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れーてもってきてください。 

※う主意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配付しますが

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセットをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後 6 カ月、7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮く ださい。 

お間い合、わーせは、市衛生課（廿国）21 11番内線 

2 6 8 、2 7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 S63年 8 月生 12月13日（刃 健康診査 

6 カ 月 児 S63年 5 月生 12月20日（刃 健康相談 

1 	歳 児 S 62年11月生 12月26日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S62年 6 月生 12月27日（幻 健康診査 

3 歳 児 6
0
 
(

b
 

月
  

S
7
 

年
生
  

12月15日困 健康診査 

献血にご協力をノ 
期 	日 【 	時 	間 場 	所 

11月25日 
（金） 

「午前10時から 
~ 	午前11時まで 

マルカ 
カサイ駐車場 

「正午から 
午後 2 時30分まで 

日立東部セミコン 
ダクタ津軽工場 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

ホテルサンル―ト 
五所川原 

12月 5［十 
I月） 

I 午前10時から 
~ 	正午まで 

県合同庁舎 

I 午後1時30分から
午後 4 時まで 

白生会胃腸病院 

蝿
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